
男 	25,596人 

女 	27,128人 

市 の 人 口 

52,724ノ、 

世 帯 数 	14,385 

（昭和54年12月1日現在）住民基本台帳から 

、
で
モ（
ミ
A
二
「
・
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ロ
十
二
月
十
三
日
、
青
森
県
 

口
十
二
月
十
八
日
、
北
五
土

青
年
会
議
五
所
川
原
支
部
（
柴
 

地
改
良
建
設
協
会
（
今
与
八
郎

田
文
勝
支
部
長
、
会
員
四
十
五
 
会

長
、
会
員
二
十
三
人
）
が
、
 

．人
）
が
、
も
ち
ふ
た
ウ
ス
を
つ
 

ミ
カ
ン
十
五
キ
ロ
竺
入
り
十
箱
を

い
て
お
し
る
こ
で
慰
問
、
ほ
か
 

贈
り
ま
し
た
。
 

く
る
み

園

に
善
意
続

々
 

あ
り
が
と
う
こ
ざ

い
ま
す
 

市
老
人
ク

ー
フ

ブ
連
合
会
の
社

会
奉
仕
団
（
葛

西
専
造
団
長
）
 

は
十
二
月
十
日
、
 

市
内
の
寝
た
き

り
老
人
六
十
一

人
と
独
り
暮
し

の
老
人
百
二
十

八
人
の
家
庭
を

巡
回
、
慰
間
し

ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
 

三
十
六
人
の
団
 

施設の入所者へと 寂
し
い
老
人
を
友
愛
訪
問
 

い
た
わ
り
の
心
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

一 	10万円相当の電化品 

に
ジ
ュ
ー
ス
七
十
二
本
、
ミ
カ

ン
二
箱
を
贈
り
ま
し
た
。
今
年

で
六
回
目
の
慰
問
で
す
。
 

ロ
十
二
月
十
七
日
、
平
和
町
 

「さ
く
ら
保
育
園
」
（
大
沢信
夫

園
長
）
の
園
児
六
十
人
が
、
遊

戯
を
し
て
慰
問
、
ミ
カ
ン
二
箱

と
婦
人
靴
十
九
足
を
贈
り
ま
し

た
。
今
年
で
五
回
目
の
慰
問
で

す
。
 

ロ
十
二
月
十
九
日
、
下
平
井

町
「
ひ
ま
わ
り
児
童
館
」
父
母

の
会

（佐
藤
広
子
会
長
）
が
、
 

紅
白
の
も
ち
百
個
を
贈
り
ま
し

た
。
 
 

員
が
二
人

一
組
に
な
り
タ
オ
ル

や
乳
酸
飲
料
、
菓
子
な
ど
千
円

相
当
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
参
し
、
 

「元
気
で
長
生
き
し
て
下
さ

い
」
 

と
手
渡
し
、
寂
し
い
お
年
寄
り

を
励
ま
し
ま
し
た
。
 

費
用
は
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
に

呼
び
か
け
て
行
っ
た
一
円
玉
献

金
運
動
の
募
金
等
を
充
て
ま
し

た
。
 

同
奉
仕
団
で
は
、
二
月
に
寝

た
き
り
老
人
等
の
施
設
を
慰
問

す
る
予
定
で
す
。
 

五
所
川
原
地
区
日
立
会

（
三

上
忠
吉
会
長
・
加
盟

二
十
四
店
）
 

で
は
、
十
二
月
十
八
日
、
恵
ま

れ
な
い
人
た
ち

に
役
立
て
て
下

さ
い
と
十
万
円
相
当
の
家
庭
電

気
製
品
を
寄
贈
し
、
竹
内
収
人

役
へ
託
し
ま
し
た
。

ー
写
真

ー
 

市
で
は
、
善
意
銀
行
を
と
お

し
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち

の
施
設

へ
配
分
し
ま
す
。
 

寺
田

市
長
 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ

い
ま
す
。
 

昨
年
は
市
制
施
行
二
十
五
周

年
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま

し
た
が
、
市
勢
伸
展
の
ひ

と
つ

の
転
機
を
経
、
今
年
は
想
も

新

た
に
発
展
策
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
決
意
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
懸
案
の
諸
問
題
も
順

調
に
処
理
さ
れ
、
西
北
津
軽
の

中
心
都
市
と
し
て
の
機
能
を
充

実
し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、

と

り
も
な
お
さ
ず
市
民
努
力

の
成

果
で
あ
る
と
ご
同
慶
に
た
え
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

今
年
も
基
本
方
針
と
し
て
、
 

「産
業
経
済
の
振
興

」
「教
育

・

文
化
・
体
育
の
振
興

」
「生
活
環

境
の
整
備
」
の
三
つ
の
柱
を

樹

て
健
康
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
ゆ
く
所
存
で
あ

り

ま
す
。
 

し
か
し
、
農
業
に
お

け
る
転

作
の
強
化
、

ェ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
 

交
通
問
題
等
、
私
共
を
と
り
ま

く
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
は
、
 

今
後
の
行
財
政
の
運
営
に
一
段

と
厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
 

一
方
市
民
要
望
は
ま
す
ま
す

多
様
化
、
高
度
化
の
傾
向
を
示

し
て
き
て
お
り
、
そ
の
ひ
と
つ
 
 

ひ
と
つ
を
解
決
し
て
ゆ
く
こ
と

が
大
切
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま

す
。
 

今
年
の
主
な
る
事
業
と
し
て

は
、
狼
野
長
根
フ
ァ

ミ
リ
ー
パ
 

ー
ク
の
建
設
、
西
北
中
央
病
院

の
増
改
築
、
第
四
中
学
校
の
建

設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

の
建
設
、
山
村
振
興
事
業
の
導

入
（
飯
詰
地
区
）
、菊
ケ
丘
運
動

公
園
の
整
備
、
中
央
公
民
館
の

完
成
、
そ
し
て
葬
祭
苑

（
火
葬

場
）
の
建
設
等
が

予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

ま
た
岩
木
川
新
大
橋
の
建
設
、
 

立
体
交
差
橋
の
建
設
、
さ
ら
に
 

は
津
軽
北
部
地
区
大
規
模
農
道

の
調
査
採
択
、
国
道
一
〇
一
号
、
 

三
三
九
号
線
の
バ
イ
パ
ス
建
設

の
目
途
を
つ
け
た
い
と
働
き
か

け
て
お
り
ま
す
。
 

小
職
に
と
り
ま
し
て
は
市
政

担
当
四
年
目
を
迎
え
、
任
期
最

後
の
仕
上
げ
を

い
た
し
た
い
と

存
じ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
申

年
で
す
。
「見
ざ
る
、
言
わ
ざ
る
、
 

聞
か
ざ
る
」
で
は
な
く
、
見
聞

と
対
話
を
基
調
に
意
思
の
疎
通

を
図
り
、
市
民
福
祉
の
向
上
に

飛
躍
発
展
の
申
年
で
あ
り
た
い

と
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

り“ 

h 	舞夢”ン,, こ 
二．, ’た．‘~ ・一 

見
聞
と
対
話
を
基
調
に
 

五
所
川
原
市
長
 
寺
 
田
 
秋
 
夫
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戸‘．善奪 hg 

、・・三二三 
‘ 	」 

小

野
議
長
 

ロ
と
き
 
一

月
八
日
（
火
）
 

九
日
（
水
）
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市

民
文
化
会
 

館
口
参
加
対
 
親
子
凧
づ
 

象
 
市
内

小
中
学
生
及
び
保
 

護
者
、
教
師
 

ロ
講
師
 
弘
前
中
央
高
校
 

教
諭
、
尾
崎
四
楼
氏
 

ロ
参
加
料
 
一
人
二
百
円
。
 

ロ
持
参
す
る
も

の
 
毛
筆
 

（太
目
の
も

の
）
、・
絵筆

（三
 

ー
五
本
）
、ナ
イ
フ
、
消
し
ゴ

ム
、
図
画
用
鉛
筆
、
墨
汁
（小
 

・

‘
．
ー・
 
（
十
枚
程
度
）
 

ロ
お
間
い
合
わ

せ
 

市
教
育
委
員
会

・
社
会
教

育
課
（

廿
⑤
二
一
一
一
番

・

内
線
二
五
〇

・
二
四
八
番
）
 

親
子
凧
づ
く
り
教
室
 
●
）
、
●
濃
 

福祉事業にと 

10万 3 千余円 
五所川原合唱団 

一
 

一
 

一
 

」
 

毒

二
鷲
ー
 
各
 

三
ご
 

‘
一
 

―
鳶
r
 

い
‘
  
"
  

・
 

．
 

	

ジ g に JH 	
‘ 篇

、 
" 	 h 

‘ ・・ 

鷲三事I:,i 
』
」
 

 り
 

，
・
、
、
、
●
“
ー
 
●
ー

1

1
'！、
‘
、
“
"

“
・
、
、
、
、
“
ー
 
，

,
“
、
、
‘
 

限
度
数
量

補
正
の
お

知
ら

せ
 

丸
屋
酒

造
で
 

五
万

円
寄
付
 

西
郡
木
造
町
、
丸
屋
酒
造
欄

会
社
（
一
ニ
浦
光
正
代
表取
締
役
）
 

は
十
二
月
十
七
日
、

社
会
福
祉

事
業
に
役
立
て
て
下

さ
い
と
五

万
円
を
市
に
寄
付
し

ま
し
た
。
 

市
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
善
意
銀
行
へ
預
託
し

ま
し
た
。
 

先
き
に
開
い
た
第
三
回
年
忘

れ
慈
善
パ
ー
テ
ィ
ー
の
益
金
を

そ
つ
く
り
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

市
清
掃
公
害
課
で
は
こ
の
ほ

ど
、
五
十
五
年
用
の
「
清
掃
暦
」
 

を
作
製
、
近
く
毎
戸

へ
配
布
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

清
掃
暦
は
、
地
区
別
の
ゴ
ミ

収
集
日
が
ひ
と
目
で
わ
か
る
ほ

か
、
燃
え
る
ゴ

ミ
、
燃
え
な
い

ゴ
ミ
の
区
分
等
も
解
説
、
き
れ

い
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

目
の
つ
き
や
す
い
と
こ
ろ
に

は
っ
て
ご
利
用
下
さ
い
。
 

五
所
川
原
合
唱
団
（
笹
昭
夫

団
長
・
団
員
五
十

人
）
は
十
一
一

月
十
三
日
、
社
会
福
祉
事
業
に

役
立
て
て
下
さ
い

と
、
十
万
「
一

干
四
百
円
を
市
に
寄
付
し
ま
し

た
。
 

市
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
善
意
銀
行

へ
預
託
し
ま
し
た
。
 

十
二
月
一
日
、
市
民
文
化
会

館
で
開
い
た
第
十
三
回
定
期
演

奏
会
の
人
場
整
理
券
の
売
り
上

げ
代
金
を
そ
っ
く
り
贈
っ
た
も

の
で
す
。
 

輝
し
い
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
市
議
会
を
代
表
し

て
市

民
の
皆
様
に

つ
つ
し
ん
で
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま

す
。
 

浅
学
非
才
な
私
が
昨
年
十
月

市
議
会
に
お
い
て
は
か
ら
ず
も

議
長
の
重
責
を
負
う
こ
と
に
な

り
、

い
ま
さ
ら
な
が
ら
そ
の
使

命
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
 

そ
の
後
私
は
議
会
の
円
滑
な

る
運
営
と
市
民
の
皆
様
の
声
が

市
政
に
反
映
さ
れ

る
よ
う
努
力

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
不

景
気
の
渦
中
に
あ
っ
て
市
民
生
 

活
は
依
然
圧
迫
を
う
け
、
地
方

財
政
の
危
機
的
様
相
が
さ
ら
に

深
刻
化
の
一
途
を

た
ど
る
中
で

暮
れ
ま
し
た
。
 

一
方
市
民
の
皆
様

の
市
政
に

対
す
る
要
望
は
ま
す
ま
す
高
く

強
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
で
迎
え
た
昭

和
五
十
五
年
は
五
所
川
原
市
に

と
っ
て
も
極
め
て
重
要
な
年
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

す
な
わ
ち
、
水
田
減
反
問
題

を
中
心
と
し
た
諸
問
題
を
は
じ

め
交
通
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の

解
決
、
都
市
基
盤
の
整
備
に
伴

う
近
代
都
市
施
設
の
急
速
な
る
 
 

対
策
の
確
立
等
関
連
す
る
重
要

な
諸
問
題
が
山
積
し
こ
れ
ら
を

解
決
す
る
た
め
に
は
，
市
民
を

代
表
す
る
議
会
人
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
国
、
県
に
対
し
て
そ

の
交
渉
を
積
極
的
に
強
力
に
働

き
か
け
ま
す
と
と
も
に
、
執
行

機
関
と
相
提
携
い
た
し
協
調
し

て
自
治
体
財
政
の
許
す
限
り
の

最
大
限
の
行
政
効
果
を
高
め
る

べ
く
一
丸
と
な
っ
て
努
力
す
べ

き
年
で
あ
る
と
考
え
て
お
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

市
議
会
は
市
民
の
代
表
と
し

て
、
議
決
機
関
の
機
能
を
、
最

大
限

に
発
揮
し

つ
つ
、
市
民
の
 

皆
様
の
ニ
ー
ド
を
的
確
に
把
握

し
そ
れ
を
先
取
り
し
ご
期
待
に

沿
う
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

ど
う
か
本
年
も
、
よ
り
一
層

の
ご
理
解
を
賜
り
、
ご
支
援
、
 

ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
 

昭
和
五
十
五
年
が

市
民
の
皆
様

に
と
り
ま
し
て
も
、
幸
わ
せ
な

良
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
て
、
 

一
言
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
 

◇
 
◇
 

/
  

農
家
で
、
次
の
期
間
内
に
ほ
 

に
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

か
の
市
町
村
か
ら
水
田
を
買
っ
 

ロ
対
象
期
間
 
五
十

三
年
十

た
り
借
り
た
場
合
は
、

市
農
林
 
一

月
一
日
ー
五
十
四
年
十
月
三

課
に
届
け
出
を
し
て
下
さ
い
。
 

十
一
日
ま
で
 

届
け
出
が
な
い
と
、
そ
の
水
 

口
届
け
出
期
限
 

田
に
売
渡
し
限
度
数
量
が
配
分
 

一
月
十
日

（
木
）
 

「清
掃
暦
」
を
作
製
 

ご
利
用
下
さ
い
 

行
政
効
果
の
向
上
を
 

市
議
会
議
長
 
小
 
野
 
豊

四
郎
 



市では、‘乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で

行います。 

該当する赤ちゃんには受診させるようにして下さい。 

ロ受付 時 間 午後12時45分から 1時30分まで。 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル

現在病気治療中かほかの医療機関で健康診査を受け

ている乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導を行います。 

月 	齢 対 	象 と 	き と こ ろ 

3 カ 月 児 
昭和54年 9 月

生まれの乳児 
1 月 9 日 市中央公民館 

6 カ 月 児 
昭和54年 6 月

生まれの乳児 
1 月16日 矛 

1 歳 6 カ月児 
昭和53年 7月

生まれの幼児 
1 月22日 ク 

乳幼児の健康診査 
麻
疹
（
は
し
か
）
の
 

予
防
接
種
を

行
い
ま
す
 

市
で
は
、
麻
疹
（
は
し
か
）
 

の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。
 

該
当
す
る
お
子
さ
ん
を
お
持

ち
の
方
は
、
期
日
ま
で
に
申
し

入
ん
で
下
さ
い
。
 
（た
だ
し
、
 

す
で
に
麻
疹
に
羅
患
し
た
お
子

さ
ん
は
接
種
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。）
 

ロ
対
象
幼
児
 

昭
和
五
十
二
年
四
月
二
日

ー
 

昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
幼
児
 

ロ
受
付
け
期
間
 

一
月
五
日

（
土
）
 
一
月
十

五
日
（
火
）
ま
で
 

ロ
申
込
み
先
 

市
保
険
衛
生
課
 

西
北
五
R
H
H
友

の
会
の
皆
さ
ん

へ
 

西
北
五
R
H
日
友
の
会
で
は
、
 

青
森
県
血
液
セ
ン
タ
ー
の
協
力

で
西
北
五
R
H
H
友
の
会
会
員
、
 

家
族
を
対
象
に
血
液
検
査
を
行

い
ま
す
。
 

す
す
ん
で
検
査
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

ロ
と
き
 

一
月
十
七
日
（
木
）
 

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
午
後
三

時
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

ロ
検
査
料
 
無
料
 

ー
婦
人
病
検
診
時
に
コ
 

忘
れ
物
」
 

新
宮
団
地

・
森
の
家
で
行
わ

れ
た
婦
人
病
検
診
最
終
日
の
十

二
月
一
日
、
検
診
車
の
な
か
に

藍
色
・
番
ガ
サ
模
様
の
つ
い
た

バ
ス
タ
オ
ル

ー
枚
を
忘
れ
た
方

が
あ
り
ま
す
。
 

お
心
当
り
の
方
は
、
市
保
険

衛
生
課

（
廿⑤
二
一
一
一
番

・

内
線
二
七
〇
番
）
で
保
管
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

街
頭
献
血
を
実
施
 

県
の
移
動
採
血
車
「
青
い
鳥

号
」
が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血

を
行

い
ま
す
。
 

ご
協
力
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
．
と
こ
ろ
 

▽
一
月
十
日

（
木
）
 
午
前

十
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
、
 

五
所
川
原
保
健
所
前
 

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時

ま
で
、
西
北
中
央
病
院
前
 

▽
一
月
二
十
四
日

（
木
）
 

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
正
午

ま
で
、
五
所
川
原
保
健
所
前

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時

ま
で
、
漆
川
・
東
北
電
工
前

な
お
、
 一
月
に
限
り
日
程
の

都
合
で
第
二

・
第
四
本
曜
日
と

な
り
ま
し
た
。
 

元
旦
の
年
賀
状
 

配
達
で
お
願
い
 

⑨
元
旦
は
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
ち
ょ
 

市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
で
は
、
下

記
教
室
の
受
講
者

を
募
集
し
て
い
ま

す
。
 

ふ
る
っ
て
ご
参

加
下
さ
い
。
 

ロ
対
象
者
 
勤

労
青
少
年
 

ロ
受
付
け
 

一

月
十
二
日
（
土
）
 

ま
で
 

ロ
受
講
料
 
無

料
で
す
 

ロ
時
間
 

い
ず
 

Z
、
  
れ

も
午
後
六
時
三

十
分
か
ら
八
時
三

十
分
ま
で
 

っ
と
あ
け
て
お
い
で
下
さ
い
。
 

元
旦
は
、
会
社
や
商
店
等
で

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
お
ろ
し
て
休
業

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
年

賀
状
配
達
の
際
、
郵
便
受
箱
も

な
い
た
め
配
達
で
き
ず
に
持
ち

帰
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

元
旦
は
必
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
や

門
を
開
け
て
お
く
か
、
郵
便
受

箱
を
お
つ
け
下
さ
い
。
 

（
五所
川
原
郵
便
局
）
 

津
軽
信

用
金

庫
で

二
百
万
円
寄
付
 

津
軽
信
用
金
庫

（
後
藤元
大

郎
理
事
長
）
は
十
二
月
九
日
、
 

創
立
三
十
周
年
を
記
念
し
市
に
 

詳
し
く
は
、
勤
労
青
少
年
ホ

ム

（
。④
三
六
〇
二
番
）
へ

お
間
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
 

ロ
教
室
名
 

「陶
芸
教
室
」
 
（定
員
十
五

人
）
 

ロ
と
き
 

一
月
十
七
日
ー
三

月
二
十
七
日
ま
で
の
毎
週
木
曜

日
（
十
回
）
 

ロ
材
料
費
 

一
回
二
百
円
。
 

「着
付
教
室
」
 
（
定
員
二
＋

人
）
 

ロ
と
き
 
一
月
十
七
日
ー
三

月
二
十
七
日
ま
で
の
毎
週
木
曜

日
（
十
回
）
 

「絵
画
教
室
」
（
定
員
十
人

ロ
と
き
 

一
月
十
四
日

ー
 

H

」十
四
H
ま
予
の
毎
週
リ
W
 

転
作
説

明
会
を
開

催
 

二
百
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
c
 

市
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育

成
事
業
に
役
寺
一て
る
予
定
で
す
。
 
 日

（
十
回
）
 

ロ
材
料
費
 
本
人
負
担
 

な
お
、
場
所
は
い
ず
れ
も
勤
 

労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
す
。
 

ー
新
 
春
 

ー
 
マ
ー
ジ

ヤ
ン
大
会

l
 

ロ
と
き
 

一
月
十
三
日
（
日
）
 

午
前
九
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
勤
労
青
少
年
ホ
 

‘
ー
ノ
）
 

ロ
対
象
 
勤
労
青
少
年
 

ロ
会
費
 

一
人
千
円
。
 
（
昼

食
、
賞
品
あ
り
。）
 

ロ
お
申
込
み
 
会
費
を
添
え

て
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
。
 

④
三
六
〇
二
番
）

へ
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らしと趣味の教室 

1
月
2
2H
  1

時
 

9
時
  

1
H
2
1
 

 
1
時
 

9
時
  

1
H
1
8
 

 
1
時
 

9
時
  

1
H
1
7
 

 
1
時
 

9
時
  

1
月
1
1
6
H
  1

時
 

9
時
 

日
 
時
 

五
所
川
原
・
小
曲
 

七
 
和
 

梅
 

（
沢
 

栄
  

、
 

 

長
 
橋
 

松
 
島
 

飯
 

詰
 

毘
 
沙
 

門
 

川
  

二
一
 
好
 

地
 
区
 

名
 

産
経
会
館
 
四
階
会
議
室
  

L
 

和
 
農
 
協
 

市

役
所
 

梅
沢
支
所
 

市

役
所
 
栄
 
支
所
 

市

農
協
 
長
橋
支
所
 

市
役
所
 
松
島
支
所
 

市
役
所
 
飯
詰
支
所
 

毘
 
沙
 門
 
小
 
学
 
校
 

市
役
所
 

中
川
支
所
 

市
農
協
 
三
好
支
所
 

ム
ム
 

場
 

(
 

広
報
紙
の

早
期
配
布
に
こ

協
力

下
さ
い
 


	001
	002
	003
	004

